












































































































































































































華族 士族 平民 計
持株数








200～3992 2 416（12．2） 2 2 559（9．2）
100－199 3 3 318（5．3）
70～　99 6 2 8 655（10．9）
50～　69 7 3 10 600（17．6） 1 6 2 9 513（8．6）
30－　49 2 2 80（2．4） 12 5 17 636（10．6）
10～　29 6 12 18 255（7．5） 56 27 831，231（20．5＞
















































































































1878 18791881 1883 1884 1885 18861887 1890 1892 1894
明治11年上明治12年上 明治14年下 明治16年上 明治17年上明治18年上 明治19年目 明治20年上明治23年下明治25年上 明治27年上
官　公　預　金　〔1） 42000　， 1β685ユ，53922，318136，19920L955296，260267544　　， 75，533 94，629 355，411
うち御　用　諸　預　金 42，0001β6851，53922，318112，938137，365 153，405 142，408 75，533 94，629 355，411
国　庫　　預．　金 23，255 64，590 131，759 125，136
人　民　諸　預　金　〔2） 53124　¶ 189，74ユ124，893101，708172，4361 8，314 150，350 386，747269，146336，85395，390
うち定　　期　　預　　金 34，205 16，490 6，789 14，32124，60425，326 47，735 103，23559 9 3
当　座　　預　　金 4，49117195　， 124893　　， 46，797114，184 142，160 97，055 169，027 156，805 123，428
｝395・39・
約定及び貯蔵預金 14，428 156，056 47291　， 43220　「 484 706 『 4，952 25，261
別　段　　預　　金 831 7111，066 1，937169，9854，154 28，231
振　　出　　手　　形 250 1，35518，13516729　1 16，108 32，73718455　¶ 15，082 25，765ユ20
預金合計（3｝＝｛1）＋（2） 95，374192964　　， 194，567 140，755324，743 403，006 465，065669，373370，44438，602750β01
人民諸貸付金（4｝ 108，257169420　　， 277，924321，33947，683 379，583 376，079 480，0885 7，742711，4968561229
うち貸　　　付　　　金 108，257169420　　， 255，575285，712 280，039258，800 239，46633 ，171328，674395，552
当　座　　貸　　越 19，080 30，224 52，054 40，684 20，20359941　， 146，266 92，524
｝751・64
期二二及び滞貸付金 3，269 3β4313，555 15，9939，858 12，845 10，96519，160
割　　引　　手　　形 2，060 2，03564，106 106，55273，13191，837 168，460
荷受為替手形 （432） （250） （650） （998）35，800
｝1・4，865
預貸率謝，謝 2．04P．14 0．89O．88 2．23P．43 3．16Q．28 2．02P．07 2．26O．94 2．50O．81 1．24O．72 2．15P　56 2．11P　62 2．17P　14
政　府　諸　公　債 167，563316，353 359，360312739　　， 394β48395，361468280　　， 529，549 436，081 467，641 578，812












































































年率 ヵ月 ％　　口 ％　　口 ％　　ロ　　％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　　口 ％　　口
岡山本店
?
明治16．上 7．3 6．4 66（18）28．4（5） 5．6（5） 100（28）
〃18，上7．256．8211．1（15）1．0（1） 23．7（19）33．5（6）26．7（13）3．7（2） 100（56）
〃20．上5．3 7．6 39．7（90）21，0（30） 1．6（2） 32．0（36）5．7（5） 100（163）
〃23．下 5．4 8．0 24．2（150）10．4（30） 0．6（3＞ 17．7（77＞ 2．6（11） 7．3（6） 4．3（14）33．0（170）100（461）
〃25．下 4．9 9．0 17．0（124）13．8（71） 1．2（8） 15．0（89）0．0（1） 1．6（10） 5．7（4） 2．8（10）42．7（275）100（592）
玉島支店
明治16．上 1．025．0 20．6（2） 47．6（1） 31．7（1） ユ00（4）
〃20．上4．9 6．5 47。5（7） 26．3（4） 26，2（3） 100（14）
〃23．下 4．8 6．0 29．8（15） 49．2（20） 17．8（7）3．1（1） 100（33）
大阪支店
明治16．下 6．5 4．0 100（3） 100（3）
ク20．上 4．1 5．0 1．0（1）88，0（3） 2．4（1） 4．6（2） 3．9（2） 100（9）










































明治16．上 2割～1割 1年～1ヵ月 33．8（44） 37．1（50）29．1（11＞ 100（125）
18．上 2割～9分 1年一　3日 43，7（54） 11．1（17＞ 38．0（46） 7．0（10） 100（127）






47．3（101） 2，5（9） 35．2（62）12．4（2） 100（183＞
玉島支店
明治16，上 2割～1割 6ヵ月～1ヵ月 0．4（2） 3（し0（14＞ 27．5（14）41．9（2） 1GO（32）
20．上 1割2分
`7分2厘6ヵ月～　10日



























































明治16．上 25．2 12．8 9．9 23．212．5 一一X．4 6．1
〃18．上 35．9 20．7 19．1 16．1 3．4 2．3 1．4
〃20．上 32．0 23．3 9．6 14．6 13．5 6．9
〃24．下 26．8 30．8 4．2 16．1 4．2 3．9 9．2
玉島支店
明治16．上 31．2 4．9 0．2 4．7 15．2 10．0 4L9
〃18．上 22．0 4．4 0．3 0．9 4．2 13．6 5LO
〃20．上 19．8 3．6 0．5 0．7 36．7 38．8
大阪支店
・
明治16．上 23．8 7．9 1．4 5．7 7．4
〃18．上 76．7 18．6 2．4 一 一




























































































































































































明治11年上 明治12年上 明治16年上 明治17年上 明治18年下明治19年上明治20年上明治23年下明治25年下
本　店総利益金 10，158 25，279 33，375 35，922 35，461 39，592 43，28836643　， 43472　，
玉島支店　〃 2，734 6，586 4，618 4，523 4，396 4，0626，589 7，672
大阪支店　〃 2，573 2，525 4，655 9，191 9，20716，928 19276　，
本　　支　　店
漉?v金合計 10，158 28，322 421534 43065　， 44，639 53，18056，557 60，161 70420　，
支払利息
@その他諸経費 2，914 8，89912，011 13，906 14293　， 17118　， 21323　， 25，757 32093　，
引純利益 7，224 19，423 30，523 29，159 30，34636061　， 35，234 34，40338，328
920 1，700 1，000 1，0002，000 5，000 5，000 2，000 3，000うち積立　金
































@　元資積立金 一 　 一 5，849 14，605 17，524 23，769 48，387 61，088
銀行所有物 ｝ 一 『 13，721 15844　， 14944　， 16，310 6，890 4，90闇
うち質物
@　流込高 一 ｝ ｝ 2，520 5，970 5，620 8β20 2，700 一
注）各半季実際報告考課状により作成。
??????????????????
776
　　lV　むすび
　以上，岡山第二十二国立銀行が，士族授産→池田家三大事業の一つとして
開業されながら，①役員はじめ銀行経営は当初から旧池田藩士族・御用商人
らに一任されていたこと，そうして株主も当初過半を占めていた池田家が明
治10年代後半の不況期をへて全面的に後退し，明治20年代にかけ下級士族や
商人，地主＝豪農層など平民の手に移って行ったこと，②二十二銀行の預貸金
は，草創期低調な一時期もあったが，岡山本店，玉島支店，大坂支店を中心
にほぼ着実な資金需要の拡大が見られ，貸出超過の半期もかなり見られるこ
と，そうして，③諸預金（定期預金ほか）に占める下級士族とあわせ商業者，
農業者（地主），会社などの比重が漸次高まる中で，諸貸付も，！0年代当初は
とくに人的関係を通じて紡績をはじめ，海運，米商会所，物産・土地取引関
係などを中心に向けられ，地主制の形成と初期産業資本の形成に果たした同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）行の役割は結果としてはかなり大きかったといえるだろう。
　そのことは，岡山本店及び2支店の損益勘定が当初の1時期の「景況ノ停滞」
はあったものの恒常的な利益金，積立金，株主への割賦金をもたらしたこと
にもあらわれていた（第7表参照）。とくに，明治10年代のデフレ不況期（と
くに1873年，1874年）後1886（明治19）年以降「順調ナル発達」をとげるに
至ったのは，岡山紡績，玉島紡績の二紡績会社の営業成績の好転と不可分の
　　　　　　　　　　　　　　（41）関係を有していたことであろう。また，山陽丸丸開通（明治24年3月，三石一岡
山問，7月までに笠岡まで開通）後の紡績・製糸・鉱山業をはじめとする企業興
隆，銀行条例公布（明治23年8月，25年11月より施行）後の銀行の籏生，そうし
（40）加藤俊彦『本邦銀行史論』東京大学出版会，1957年目，この時期の銀行の役割を「日
　本資本主義の後進性」に基因するとしている。
（41）ただ注意すべき点は，二十二国銀の後援を得て何回かの危機を回復し発展した岡山・
　玉島両紡績會社が明治31・一32年の綿糸紡績業の過剰生産恐慌で大きな打撃を受け（→
　同時に株式會社二十二銀行も明治34年恐慌でいっきょに経営悪化），紡績5社の合同問
　題へ進むのに対し，自生的に発展した倉敷紡績が成長してゆく事実であろう。
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て，岡山経済界の日清戦争時及び戦後の景気上昇などを反映するものでもあ
った。1897年の満期時には，二十二国銀の資本金は150万円にも達し，岡山の
地では民間善通銀行への継承が地場諸企業から強く要望されていた事実に培
われわれは，まず，注目しておかなければならないのである。
（42）岡山商業會議所は，香川眞一会頭名で1896（明治29）年2月1日，衆議院議長楠本正
　　隆宛に「螢業満期国立銀行私立継続ヲ要スル儀二付請願」書を提出していることが
　　注目される（『明治財政史』第13巻，590－593ページ）。
　〈あとがき〉
　本稿作成に当り，田中生夫教授をはじめ，石田寛広島大学名誉教授（現福山大），富士
銀行本店並びに同岡山支店関係者，中国銀行本店総務部の高橋義雄氏，岡山東商業高校
教諭太田健一氏ほかの方々の御助言と御協力を頂いたことを付記し，謝意を表します。
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